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『リーディングス地域福祉実践研究』

支援者の「違和感」から

現場の抑圧の構造を問い直す

地域福祉の実践研究を
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今

月

の
よ

み

も

の

研
究
と
現
場
実
践
を
つ
な
ぐ
日
本
地
域
福

祉
学
会
が
創
設
４０
周
年
の
節
目
に
、
こ
れ
ま

で
の

「
地
域
福
祉
実
践
研
究
」
の
歩
み
を
振

り
返
り
監
修
し
た
、
今
後
を
考
え
る
り
―
テ
ィ

ン
グ
ス
。

「
実
践
者
が
現
場
で
抱
え
る
課
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
、
広
い
意
味
で
の
研
究
的

な
視
点
で
取
り
組
み
を
進
め
、
実
践
の
壁
を

乗
り
越
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
ブ
ロ
セ
ス
を
広

く
会
員
と
共
有
し
て
い
く

（
「
は
じ
め
に
』
よ

り
）」
こ
と
を
使
命
と
す
る
日
本
地
域
福
祉

学
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
か
ら
、
さ
ら
な

る
研
究
と
現
場
の
往
還
を
促
す
本
書
。

第
１
部
で
は
、
実
践
者
に
よ
る
地
域
福
祉

実
践
研
究
の
進
め
方
を
、
実
践
者
に
よ
る
座

談
会
や
研
究
の
方
法
に
よ
り
、
地
域
福
祉
実

践
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
。
第
２
部
で
は
、

実
際
に
各
地
で
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
こ

か
ら
の
考
察
や
研
究
を
組
解
き
、
実
践
へ
つ

な
ぐ
内
容
．
第
３
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
実
践
研
究
に
つ
い
て
、
再
度
確
認
す

べ
き
事
項
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
る
。

地
域
福
祉
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
よ
り

視
野
を
広
げ
、
前
進
す
る
後
押
し
と
な
る
。
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『反抑圧的実践のはじめ方・続け方

―ソーシャルワークを導くあなたの北極星』
坂本いつみ茨木尚子竹端寛二木泉市川ウィウェカ笠原千絵・ 書崚F:現代害m 2.640円 ,デ .

おたがいに安心できる

暮らしのノウハウ

反
抑
圧
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

（
Ａ
Ｏ
Ｐ
）

の
理
論
か
ら
実
践
を
日
本
で
初
め
て
紹
介
し

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
入
門
書

「
脱

一
い
い
子
」

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
　
反
抑
圧
的
な
実
践
と

理
論
」
（
２
０
２
１
年
）
の
続
編
。

本
書
は
、
坂
本
い
づ
み
氏
、
茨
木
尚
子
氏
、

竹
端
寛
氏
、
二
木
泉
氏

（オ
ン
タ
リ
オ
州
認

定
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
、
本
誌
連
載
中
の

「
カ
ナ
ダ
の
福
祉

最
新
レ
ポ
ー
ト
」
を
執
筆

中
）、
市
川
ヴ
ィ
ヴ
ェ
カ
氏
、
笠
原
千
絵
氏
に

よ
る
共
著
ｃ

反
抑
圧
的
実
践

（
Ａ
Ｏ
Ｐ
）
を
始
め
る
た

め
の
問
い
か
け
を
、
正
解
を
導
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
な
く
、
問
い
続
け
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し

て
提
示
す
る
本
書
。
社
会
福
祉
に
関
心
が
あ

り
、
学
び
た
い
、
実
践
し
た
い
と
考
え
て
い
る

読
者
へ
ひ
と
つ
の
指
針
を
示
す
道
標
と
し
て
、

迷
っ
た
と
き
に
方
向
を
確
認
す
る
た
め
の
目
印

「
北
極
星
」
と
た
と
え
て
い
る
。

反
抑
圧
的
実
践

（
Ａ
Ｏ
Ｐ
）
を
志
し
、
そ

の
視
点
を
問
い
続
け
る
こ
と
を
尊
重
し
、
ま

た
、
そ
の
過
程
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
で
、

誰
か
と
つ
な
が
り
、
社
会
を
変
革
す
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
５
０
０
人
の
高

齢
者
を
担
当
し
て
き
た
現
役
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
田
中
克
典
氏
ｃ

現
在
、
４０
～
６０
代
の
子
世
代
が
直
面
し
て

い
る
、
介
護
で
も
元
気
で
も
な
い
′́
介
護
未

満
ク
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
い
る
親
の
問
題
。
本

書
は
、
頻
繁
に
直
接
、
様
子
を
確
認
す
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
離
れ
て
暮
ら
す
親
に
起
き
る

変
化
や
リ
ス
ク
を
整
理
し
て
い
る
ｃ

「
親
を
さ
り
げ
な
く
気
づ
か
う
言
葉
の
か
け

方
」
「
親
の
変
化
に
気
づ
く
ポ
イ
ン
ト
」
「
離

れ
て
暮
ら
す
子
が
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
」
「
や

っ
て
は
い
け
な
い
対
応
」
「
介
護
に
し
な
い
た
め

の
生
活

・
環
境
づ
く
り
」
な
ど
役
立
つ
知
識

と
実
例
を
多
数
紹
介
．
コ
ラ
ム
で
は
、
親
の

見
守
り
が
で
き
る
グ
ッ
ズ
や
サ
ー
ビ
ス
、
要
介

護
認
定
の
仕
組
み
、
介
護
保
険
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
解
説
。
ま
た
、
子
世
代

の
い
ち
ば
ん
の
不
安
で
あ
る
、
親
の
認
知
症

対
策
も
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

「
志
だ
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
気

づ
い
た
ら
介
護
日
前

？

と
な
る
前
に
読
ん
で

お
き
た
い
実
用
書
。
子
世
代
と
別
居
し
て
い

る
要
支
援
の
利
用
者
家
族
に
も
オ
ス
ス
メ
だ
。

『ベテラン・ケアマネジャーに聞く

介護未満の離れて暮らすひとり親とのつきあい方』
田 中 克 典 ●著 (発行 :本の泉社 )1.540円 (税ヽ )

62 月〃クアマネジメント20269

反抑だ

"実
践の決定版 1

方

，
ｆ

●
１
●
―

‘

…
…

ｉ

ｒ

、■

一

介
護
未
満
の
　
　
・

・

離
れ
て
暮
ら
す
　
．，
一
″
Ｆ
，

ひ
と
り
親
と
の

つ
き
あ
い
方

・
‥

一
●

　

・

田９・・
　
　
″
争
二，
Ｉ
‐

ヽ

一リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

一地
域
福
祉
突
践
研
究

一
．Ｌ
「鶏
一一鷲
，
１
，
・‥
―

●


